
                                                           

北海道教育委員会からのお知らせです。 

 

「奨学のための給付金」申し込みを希望する方へ 
【令和４年(2022 年)度北海道公立高校生等奨学給付金申請のご案内】 

１．支給を受けるための要件（支給対象となる世帯） 

令和４年(2022年)７月１日（基準日）に次の要件を全て満たしていること。 

①  生徒が平成 26 年４月 1 日以降の入学者であり、基準日（令和４年(2022 年)７

月１日）に在学していること。 

② 保護者（親権者）等が北海道内に住所を有していること。 

※ 単身赴任等で保護者等の一方が他の都府県に在住しているとき、世帯の生活の本

拠地が道内である場合は、北海道に申請ができます。 

③ 生活保護受給世帯又は保護者（親権者）等全員の令和４年度(2022 年度)分道府県

民税及び市町村民税所得割額が非課税であること。  

【注意】次のいずれかに該当する場合は、給付対象外となります。 

１ 生徒が高等学校等就学支援金（授業料の補助）の支給対象とならない場合。 

 ２ 児童福祉法による児童入所施設措置費等国庫負担金について（平成11 年４月30日厚生省

発児第 86号）による措置費等の支弁対象となる高校生等であって、見学旅行費又は特別育成

費（母子生活支援施設の高校生等を除く。）が措置されている場合。 

 ３ 海外赴任していた等により、保護者等全員の課税証明書が提出できない場合。 

 ４ 北海道が実施する「高等学校定時制課程教科書給与事業及び通信制課程教科書学習書給与事

業」又は「北海道アイヌ子弟進学奨励補助制度」による給付金の給付を受けている場合。 

 ５ 生徒が今年度全ての期間を休学する予定である場合。 

２．支給額（対象生徒一人当たりの年額） 

世帯区分 

 

 

 

課程 

生活保護受給世帯 

（生業扶助受給世帯） 

道府県民税所得割及び市町村民税所得割額が非課税の世帯 

扶養されている第 1 子の高

校生等がいる世帯 

15 歳(中学生を除く。)以上 23 歳

未満の扶養されている兄弟姉妹が

いる第２子以降の高校生等がいる

世帯 

全日制 ３２，３００円 １１４，１００円 １４３，７００円 

・兄弟姉妹は、申請者（親権者）に扶養されていることが必要であり、申請者以外の者に扶養さ

れている場合は、該当しません。 

・支給額は、基準日における世帯状況に基づき決定しますので、不明な点がございましたら下記

に記載のお問合せ先まで連絡してください。 

・非課税世帯において、通信制及び専攻科の高校等に通う高校生等を含む複数の高校生等がいる

場合、通信制及び専攻科の高等学校に通う高校生等については全て 50,500 円の給付額とな

り、それ以外の高校生等については、全て 143,700 円の給付金となります。 

 

 「奨学のための給付金」に関するお問合せ先 

      南富良野高等学校事務室（電話 ０１６７－５２－２０２２） 

   北海道教育庁学校教育局高校教育課学校制度係 

    （電話 ０１１－２０４－５７６０ ） 

 


